
 

 

 

 

 

１ はじめに 

  本校は宮崎市の中心部に在り宮崎県が進めるエリアサポート体制の宮崎地区拠点校である。多様な 

配慮や支援の必要な児童が集まるため、学校全体や特別支援学級間で情報を共有し、連携を図る等、

校内支援体制の整備に取り組んでいる。今回の発表は、自閉症・情緒障がい特別支援学級における取

組や特別支援７学級の取組、学校全体で行った連携を含めた様々な活動についてまとめたものである。 

２ 研究の目的 

  本研究は、自閉症・情緒障がい特別支援学級に在籍する５名のうち、自閉スペクトラム症と ADHDの

診断がある男児（A児・B児）を対象として行っている。コミュニケーションスキルの向上を目的とし

た実態把握を十分に行い、必要なスキルを精査した後、自立活動の組み立てや実践・評価を行った。

また、学校行事などを考慮した自立活動の年間計画を作成したり、家庭と連携を図ったりすることで、

さらなる児童のスキルの向上を目指した。 

３ 研究の内容 

（１）コミュニケーションスキルの向上を目指した自立活動の指導 

（２）特別支援７学級や交流及び共同学習の取組 

（３）本特別支援学級における日常指導の取組と家庭等との連携 

４ 研究の実際 

（１）コミュニケーションスキル向上を目指した自立活動の指導 

  日常観察、アセスメントシート、スキルチェック等（資料１）で児童の実態を把握し、年度当初に

自立活動の年間計画を作成した（資料２）。学校行事等を考慮しながら、適切な時期に身につけさせた

いスキルの学習ができるように計画した。特に必要とするスキルを「アンガーマネジメント」「レジリ

エンス」「アサーション」の３つに絞り、３時間ずつの自立活動を計画的に行った。 

① アンガーマネジメント（５月） 

 

 

 

 

A児 B児は、不満や不安を抱えやすく、イライラした気持ちを物にぶつけたり、相手へ攻撃 

したりすることが多かったため、アンガーマネジメントが第一の課題であると考えた。ゲストテ 

ィーチャーを活用してイライラのメカニズムについて学習した後に、問題場面の解決法、イライ 

ラした気持ちを止めるトレーニングを行った。授業で用いたイライラ温度計は、授業後も常に意 

識をさせながら、気持ちの振り返りを行う道具として用いた。 

② レジリエンス（９・10月） 

運動会で目標をもち取り組む

ことをねらいとして、「のりこえ

る心 レジリエンス」の学習を行

った。 

時 数 学習のめあて 

第１時 イライラばく発ストップの方法を知ろう。 

第２時 まけそうになった時のイライラのやっつけ方を知ろう。 

第３時 思うようにいかなかった時にイライラしないための方法を知ろう。  

時 数 学習のめあて 

第１時 くやしい気持ちの乗り越え方を知ろう。 

第２時 心配なときの気持ち乗り越え方について知ろう。 

第３時 運動会までの『がんばり大作戦』を計画しよう。 

 

コミュニケーションスキル向上のための実態把握と段階的な自立活動の実践 

  ～自立活動年間計画作成と校内や家庭との連携を通して～    

                  宮崎県宮崎市立宮崎小学校  教諭  小野 友香 

     

【トレーニングの様子】 

【学級の児童の様子】 

第６分科会 自閉スペクトラム症 



理想と現実のギャップについて知り、問題を解決する方法やレジリエンスを高めるトレーニン

グを行った。その中で、「なんとかなるさ」「きっとうまくいく」等、声に出して言うことで、気

持ちの切り替えができるようになった。運動会の１週間前は、家庭と連携を図り、運動会がんば

りカード（資料３）を活用した。あきらめない言動を称賛したことで、前向きな気持ちで運動会

に臨めた。 

③ アサーション（12月） 

     

 

 

 

アンガーマネジメント(５月)とレジリエンス(９・10月)は自分自身に関することをテーマに学

習し、自己評価ができるようになった。そのため、12月は他者との関わりをテーマにアサーショ

ンを行うこととした。自分の気持ちを伝えるためのコツを知り、自分の気持ちを伝えるトレーニ

ングをした。赤と青の「心の温度計」は、気持ちを考える道具として常に提示し、自分も相手も

嫌な気持ちにならない言葉のかけ方について学習した。 

（１） 特別支援７学級や交流及び共同学習の取組（資料４） 

取得したコミュニケーションスキルの実践の場として、野菜作りや夏祭りなどの活動を特別支 

援７学級で行った。児童にとって楽しみな活動であり、普段見られない頼もしい姿を見ることがで

きた。また、いつもと違うメンバー構成のため、課題となる言動を新たに知ることができた。 

（２） 特別支援学級における日常指導の取組と家庭等との連携（資料５） 

取得したコミュニケーションスキルを継続して活用するために、以下の取組を行った。 

① 友達と仲良く過ごすためのアイテム等、必要なスキルを精選して、教室に掲示した。 

② イライラした気持ちの振り返りとして心の振り返りシートを個別に活用した。 

③ 児童と合意しながら作った個人のルールブックを使い、家庭等との連携を図った。 

５ 成果と課題 

    

 ○ A 児 B 児の実態を捉えながら、系統的な自立活動の指導を計画し、実施することで、継続的・効

果的なスキル学習を行うことができた。A児B児のコミュニケーションスキルの向上につながった。 

 ○ 学習したスキルを継続して指導したことが、日常生活に生かされた。 

 ● 自立活動におけるトレーニング場面では、児童によっては目的意識の持続が難しい場面があった。 

活動のめあてをトレーニング中に何度も確認し、活動の目的が逸れないように工夫を行う必要がある。 

＜参考資料・文献＞  〇きむらゆういち「うんどうかいなんだ」新日本出版社 2017 〇園田雅代監修「イラスト版子どものアサーション」合同出版 2013  

〇竹田伸也 他著「クラスで使える！アサーションプログラム『ハッキリンで互いの気持ちをキャッチしよう』」遠見書房 2018 〇日本ポジティブ教育協会監修「イラスト版子どものためのポジティブ心理学」合同出版 2017  

〇足立啓美 他著「子どもの逆境に負けない力『レジリエンス』を育てる本」法研 2022 〇足立啓美 他著「きみのこころをつよくするえほん」主婦の友社 2022 〇NHK「ふつうってなんだろう？」制作班編「ぼくのなかには おこりんぼうがいます」ぽるぷ出版 2021  

〇子どもの支援アセスメント 田研出版株式会社 〇黒澤礼子 発達障害に気づいて・育てる完全ガイド (株)講談社 

時 数 学習のめあて 

第１時 自分の気持ちを上手に相手に伝えるためのコツを知ろう。  

第２時 自分も相手も大切にする話し方のコツを知ろう。 

第３時 自分も相手も大切にした伝え方をしよう。 

【心の温度計の掲示】 

赤 

青 

【行動と学習に関する基礎調査】 

A 児 B 児 

4 月 3 月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１ スキルチェックシート】 【資料２ 自立年間指導計画】 



 

 

【資料４スライム作り】 

【資料５ 個人のルールブック】 

【資料３ 運動会がんばりカード】 


